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１ 新地方公会計制度の導入 

従来、地方公共団体における会計制度は、予算の適正かつ確実な執行を図るという観点

から、単式簿記による現金主義会計を採用してきました。 

 一方、財政の透明性を高め、説明責任をより適切に図る観点から、単式簿記による現金

主義会計では把握できない情報（ストック情報（資産・負債）や見えにくいコスト情報（減

価償却費等））を住民や議会に説明する必要が一層高まっており、そのためには、その補完

として複式簿記による発生主義会計の導入が求められるようになりました。 

 このような動きを受け、国（総務省）は、平成 27年１月に「統一的な基準による地方公

会計マニュアル」を公表し、当該基準による財務書類を平成 29年度までに全ての地方公共

団体において作成するよう要請しました。 

 本市ではこの要請を受け、平成 28 年度決算から、「統一的な基準」による財務書類を作

成し、公表しています。 

 

 

２ 対象となる会計の範囲 

区分 対象となる会計等 

連
結
会
計 

全
体
会
計 

一般会計等 一般会計 

事業会計 

国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、 

介護保険特別会計、工業団地特別会計、月舘宅地

造成事業特別会計 

企業会計 水道事業会計 

一部事務組合・広域連合 

伊達地方消防組合 

伊達地方衛生処理組合 

福島地方水道用水供給企業団 

公立藤田病院組合 

福島県市町村総合事務組合 

福島県後期高齢者医療広域連合 

福島県市民交通災害共済組合 

地方三公社・第三セクター等 

福島地方土地開発公社 

株式会社 保原振興公社 

一般社団法人 つきだて振興公社 

一般社団法人 伊達市農林業振興公社 
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一般財団法人 伊達市スポーツ振興公社 

一般社団法人 りょうぜん振興公社 

一般社団法人 伊達市観光物産交流協会 

一般社団法人 まちづくり伊達 

（注） 

・令和元年度決算での一般会計等の対象会計は、一般会計のみです。 

・公共下水道事業特別会計および粟野地区農業集落排水処理事業特別会計は、地方公営企

業法の財務規定等の適用に向けた移行期間であるため、令和元年度決算の財務書類の対象

としません。 

・各財産区（梁川、白根、山舟生、富野、五十沢、富成、柱沢、上保原、金原田、掛田、

大字掛田、大石）特別会計については、財産区は市町村等に財産を帰属させられない経緯

から設けられた制度であることから、連結の対象としません。 

・第三セクター等は、出資割合が 50％超等により業務運営に実質的に主導的な立場を確保

していると認められる団体を連結対象としています。 

 

 

３ 財務書類の概要 

（１）貸借対照表（ＢＳ：Balance Sheet） 

 基準日時点における地方公共団体の財政状態（資産・負債・純資産の残高及び内訳）を

明らかにすることを目的として作成するものです。 

 

（２）行政コスト計算書（ＰＬ：Profit and Loss statement） 

  会計期間中の地方公共団体の費用・収益の取引高を明らかにすることを目的として作成

するものです。 

 

（３）純資産変動計算書（ＮＷ：Net Worth statement） 

  会計期間中の地方公共団体の純資産の変動、すなわち政策形成上の意思決定またはその

他の事象による純資産及びその内部構成の変動（その他の純資産減少原因・財源及びその

他の純資産減少原因・財源及びその他の純資産増加原因の取引高）を明らかにすることを

目的として作成するものです。 

 

（４）資金収支計算書（ＣＦ：Cash Flow statement） 

地方公共団体の資金収支の状態、すなわち地方公共団体の内部者（首長、議会、補助機

関等）の活動に伴う、資金利用状況及び資金獲得能力を明らかにすることを目的として作

成するものです。 
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・財務書類４表構成の相互関係

 

 

４ 作成基準日 

 作成基準日は、各会計年度の最終日である令和２年３月 31日としています。 

 ただし、当該年度の出納整理期間（令和２年４月１日～令和２年５月 31日）における収

支は、作成基準日までに終了したものとして整理しています。 

 

 

５ 財務指標による分析 

Ⅰ 資産形成度の指標「将来世代に残る資産はどのくらいあるか」 

① 住民一人当たり資産額 

資産合計／住民基本台帳人口 

 市が所有する資産額を住民人口で除して、一人当たりの金額を算出したもの。 

（一般会計）128,523,532 千円／60,029人＝2,141千円 

（全体）  144,604,256千円／60,029人＝2,409千円 

（連結）  162,977,794 千円／60,029人＝2,715千円 

 

② 歳入額対資産比率 

資産合計／歳入総額 

 当該年度の歳入総額に対する資産の比率を算出するもの。これまで形成されたストッ

クとしての資産が、歳入の何年分に相当するかを表し、本市の資産形成の度合いを測る

ことができる。 

（一般会計）128,523,532千円／33,730,478千円＝3.81年分 
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③ 有形固定資産減価償却率 

減価償却累計額（※）／（有形固定資産合計－土地等の非償却資産＋減価償却累計額） 

※事業用資産及びインフラ資産に属する分。 

耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを全体として把握する

ことができる。 

（一般会計）59,541,392千円／（102,924,941 千円－27,510,319千円 

＋59,541,392千円）＝44.1％ 

（全体）  70,278,186千円／（117,972,234 千円－28,482,785千円 

＋70,278,186千円）＝44.0％ 

（連結）  77,841,135千円／（131,437,965 千円－30,757,417千円 

＋77,841,135千円）＝43.6％ 

 

 

Ⅱ 世代間公平性の指標「将来世代と現世代との負担の分担は適切か」 

①純資産比率 

 純資産合計／資産合計 

純資産の変動は、将来世代と現世代との間で負担の割合が変動したことを意味する。

例えば、純資産の減少は、現世代が将来世代にとっても利用可能であった資源を消費し

て便益を享受する一方で、将来世代に負担が先送りされたことを意味し、逆に、純資産

の増加は、現世代が自らの負担によって将来世代も利用可能な資源を蓄積したことを意

味すると捉えることもできる。 

  （一般会計）83,580,985千円／128,523,532千円＝65.0％ 

  （全体）  90,353,841千円／144,604,256千円＝62.5％ 

  （連結）  95,558,175千円／162,977,794千円＝58.6％ 

 

②社会資本等形成の世代間負担比率（将来世代負担比率） 

 地方債残高（※）／有形・無形固定資産合計 

 ※臨時財政対策債などの特例地方債の残高を除く。 

  有形固定資産などの社会資本等について、将来の償還等が必要な負債による調達割合

を算定することにより、社会資本等形成に係る将来世代の負担の程度を把握することが

できる。 

  （一般会計）27,518,553 千円／103,350,846千円＝26.6％ 

（全体）  32,127,423千円／118,399,954千円＝27.1％ 

（連結）  36,482,414千円／141,810,691千円＝25.7％ 
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Ⅲ 持続可能性（健全性）の指標「どのくらい借金があるか」 

① 住民一人当たり負債額 

負債合計／住民基本台帳人口 

負債（将来世代の負担）が住民一人当たりいくらあるのかを表し、住民一人当たりの

資産や純資産などと対比して財政の健全性を検討する指標。 

（一般会計）44,942,547千円／60,029人＝749千円 

（全体）  54,250,415千円／60,029人＝904千円 

（連結）  67,419,619千円／60,029人＝1,123 千円 

 

② 基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

業務活動収支－（△支払利息支出）＋投資活動収支－（△基金積立支出＋基金取崩収入） 

資金収支計算書上の業務活動収支（支払利息支出を除く）及び投資活動収支（基金積

立金支出及び基金取崩収入を除く）の合算額のことをいい、地方債等の元利償還額を除

いた歳出と、地方債等発行収入を除いた歳入のバランスを示す指標である。 

当該バランスが均衡している場合には、経済成長率が長期金利を下回らない限り、経

済規模に対する地方債等の比率は増加せず、持続可能な財政運営といえる。 

（一般会計）1,124,358千円－（△239,128千円）＋（26,486千円） 

－（△292,524千円＋2,920,252 千円）＝△1,237,756千円 

（全体）  1,604,611千円－（△339,344千円）＋（33,014千円） 

－（△354,300千円＋3,100,252 千円）＝△768,983千円 

 

③ 債務償還可能年数（参考指標） 

（将来負担額－充当可能財源）／（経常一般財源等（歳入）等－経常経費充当財源等） 

実質債務（将来負担額から充当可能財源を控除した実質的な債務）が償還財源の何

年分あるかを示すもの。決算統計及び健全化判断比率の算定に用いた数値を基に算定

しているため、地方公会計の取組においては参考指標としている。 

債務償還能力は、債務償還可能年数が短いほど高く、債務償還可能年数が長いほど

低いといえる。 

（一般会計）（50,577,892 千円－9,256,425 千円）／（16,750,757 千円－12,872,252 千円） 

＝10.65年 
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Ⅳ 効率性の指標「行政サービスは効率的に提供されているか」 

  住民一人当たり行政コスト 

  純行政コスト／住民基本台帳人口 

   行政サービスに係るコストを住民人口で除して、一人当たりの金額を算出したもの。 

（一般会計）  27,071,515千円／60,029 人＝451千円 

（全体）    39,681,547千円／60,029 人＝661千円 

（連結）    50,935,921千円／60,029 人＝849千円 

 

 

Ⅴ 自律性の指標「受益者負担の水準はどうなっているか」 

  受益者負担比率 

経常収益／経常費用 

 行政サービスの提供に対する受益者負担の割合を示すもの。 

（一般会計）    984,993千円／24,875,124 千円＝4.0％ 

（全体）    2,579,171千円／39,073,208 千円＝6.6％ 

（連結）    4,042,392千円／51,170,834 千円＝7.9％ 

 

 

※住民基本台帳人口は、令和２年１月１日時点の 60,029人を用いています。 
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６ 令和元年度財務書類 

（１）一般会計等財務書類 

【様式第1号】

（単位：千円）

金　　額 金　　額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 122,464,198 固定負債 39,953,587

有形固定資産 102,924,941 地方債 36,297,851

事業用資産 45,563,222 長期未払金 -

土地 17,184,716 退職手当引当金 3,255,291

立木竹 71,334 損失補償等引当金 -

建物 54,722,768 その他 400,445

建物減価償却累計額 △ 29,106,248 流動負債 4,988,960

工作物 8,294,054 １年内償還予定地方債 3,762,591

工作物減価償却累計額 △ 6,423,849 未払金 165

船舶 - 未払費用 15,414

船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 301,087

航空機 - 預り金 571,919

航空機減価償却累計額 - その他 337,784

その他 - 44,942,547

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 820,446 固定資産等形成分 125,248,283

インフラ資産 54,916,551 余剰分（不足分） △ 41,667,298

土地 5,717,327
建物 426,800

建物減価償却累計額 △ 244,147

工作物 71,512,392

工作物減価償却累計額 △ 23,767,149
その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 1,271,328
物品 5,868,145

物品減価償却累計額 △ 3,422,977

無形固定資産 425,906

ソフトウェア 425,906
その他 -

投資その他の資産 19,113,351

投資及び出資金 9,563,540

有価証券 38,243

出資金 7,813,661

その他 1,711,636
投資損失引当金 -

長期延滞債権 345,118

長期貸付金 13,717

基金 9,205,082

減債基金 923,190

その他 8,281,892

その他 -

徴収不能引当金 △ 14,105

流動資産 6,059,334

現金預金 3,200,957

未収金 74,352
短期貸付金 4,617

基金 2,779,468

財政調整基金 2,579,468

減債基金 200,000

棚卸資産 -

その他 -

徴収不能引当金 △ 60 83,580,985

128,523,532 128,523,532

一般会計等貸借対照表
令和　２年　３月３１日現在

科　　　　　　目 科　　　　　　目

資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計  
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【様式第２号】

（単位：千円）

金　　　額

経常費用 24,875,124

業務費用 13,789,070

人件費 3,922,611

職員給与費 3,361,670

賞与等引当金繰入額 301,087

退職手当引当金繰入額 -

その他 259,853

物件費等 9,536,161

物件費 5,246,288

維持補修費 530,027

減価償却費 3,626,748

その他 133,099

その他の業務費用 330,298

支払利息 237,172

徴収不能引当金繰入額 4,109

その他 89,017

移転費用 11,086,054

補助金等 5,422,918

社会保障給付 3,563,502

他会計への繰出金 2,093,772

その他 5,862

経常収益 984,993

使用料及び手数料 236,667

その他 748,326

純経常行政コスト 23,890,131

臨時損失 3,322,029

災害復旧事業費 2,926,981

資産除売却損 329,043

投資損失引当金繰入額 -

損失補償等引当金繰入額 -

その他 66,005

臨時利益 140,645

資産売却益 140,645

その他 -

純行政コスト 27,071,515

一般会計等行政コスト計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：千円）

合計
固定資産等形成分

余剰分

（不足分）

前年度末純資産残高 86,273,112 129,118,078 △ 42,844,965

純行政コスト（△） △ 27,071,515 △ 27,071,515

財源 24,629,950 24,629,950

税収等 18,449,303 18,449,303

国県等補助金 6,180,647 6,180,647

本年度差額 △ 2,441,565 △ 2,441,565

固定資産の変動（内部変動） △ 3,619,552 3,619,552

有形固定資産等の増加 3,344,893 △ 3,344,893

有形固定資産等の減少 △ 4,335,646 4,335,646

貸付金・基金等の増加 461,324 △ 461,324

貸付金・基金等の減少 △ 3,090,123 3,090,123

資産評価差額 △ 2,749 △ 2,749

無償所管換等 △ 247,493 △ 247,493

内部取引 - -

その他 △ 320 △ 320

本年度純資産変動額 △ 2,692,127 △ 3,869,794 1,177,667

一般財源等充当調整額 - -

本年度末純資産残高 83,580,985 125,248,283 △ 41,667,298

【様式第３号】

一般会計等純資産変動計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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【様式第４号】

（単位：千円）

金　　　額

【業務活動収支】

業務支出 21,279,008

業務費用支出 10,065,103

人件費支出 3,910,739

物件費等支出 5,915,237

支払利息支出 239,128

その他の支出 -

移転費用支出 11,213,905

補助金等支出 5,476,983

社会保障給付支出 3,563,502

他会計への繰出支出 2,093,772

その他の支出 79,649

業務収入 25,330,348

税収等収入 18,449,303

国県等補助金収入 6,012,181

使用料及び手数料収入 232,647

その他の収入 636,217

臨時支出 2,926,981

災害復旧事業費支出 2,926,981

その他の支出 -

臨時収入 -

業務活動収支 1,124,359

【投資活動収支】

投資活動支出 3,386,699

公共施設等整備費支出 2,925,375

基金積立金支出 292,524

投資及び出資金支出 -

貸付金支出 168,800

その他の支出 -

投資活動収入 3,413,185

国県等補助金収入 168,466

基金取崩収入 2,920,252

貸付金元金回収収入 169,184

資産売却収入 155,283

その他の収入 -

投資活動収支 26,486

【財務活動収支】

財務活動支出 3,508,753

地方債償還支出 3,131,915

その他の支出 376,838

財務活動収入 3,563,300

地方債発行収入 3,563,300

その他の収入 -

財務活動収支 54,547

本年度資金収支額 1,205,392

一般財源等充当調整額 -

前年度末資金残高 1,423,645

本年度末資金残高 2,629,038

前年度末歳計外現金残高 397,142

本年度歳計外現金増減額 174,777

本年度末歳計外現金残高 571,919

本年度末現金預金残高 3,200,957

一般会計等資金収支計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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)×
（
F
)

（
G

)

強
制

評
価

減
（
H

)

貸
借

対
照

表
計

上
額

（
Ａ

）
－

（
Ｈ

）
（
Ｉ）

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る
調

書
記

載
額

実
質

価
額

の
低

下
割

合

ラ
ジ

オ
福

島
1
6
0

1
,4

6
6
,0

9
5

9
9
4
,6

7
8

4
7
1
,4

1
7

1
2
0
,0

0
0

0
.1

3
%

6
2
9

1
6
0

1
6
0

2
9
2
.8

%

福
島

県
食

肉
流

通
セ

ン
タ

ー
3
,0

2
0

1
,9

4
4
,6

9
1

7
4
9
,7

4
7

1
,1

9
4
,9

4
4

4
9
5
,0

1
1

0
.6

1
%

7
,2

9
0

3
,0

2
0

3
,0

2
0

1
4
1
.4

%

阿
武

隈
急

行
2
4
,9

8
6

1
,1

7
7
,4

7
5

1
,8

4
6
,3

1
7

-
6
6
8
,8

4
2

1
,5

0
0
,0

0
0

5
.2

3
%

(3
4
,9

5
8
)

2
4
,9

8
6

0
7
8
,4

0
0

-
2
3
9
.9

%

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
福

島
3
,6

2
2

2
4
8
,7

6
4

6
0
,8

3
3

1
8
7
,9

3
1

1
0
0
,0

0
0

2
.2

8
%

4
,2

8
5

3
,6

2
2

5
,7

0
0

1
8
.3

%

福
島

県
信

用
保

証
協

会
2
5
,4

3
0

3
0
5
,9

7
1
,6

8
0

2
7
6
,4

7
4
,8

6
4

2
9
,4

9
6
,8

1
6

4
,0

9
5
,0

0
0

0
.6

2
%

1
8
3
,1

7
6

2
5
,4

3
0

2
5
,4

3
0

6
2
0
.3

%

福
島

県
土

地
改

良
事

業
団

体
連

合
会

4
,9

9
0

6
,8

5
9
,5

2
5

1
,1

1
6
,5

4
1

5
,7

4
2
,9

8
4

5
,7

4
2
,9

8
4

0
.0

9
%

4
,9

9
0

4
,9

9
0

4
,9

9
0

0
.0

%

福
島

県
農

業
信

用
基

金
協

会
4
,5

8
0

1
6
6
,6

2
0
,0

0
0

1
6
1
,2

2
8
,0

0
0

5
,3

9
2
,0

0
0

5
,3

9
2
,0

0
0

0
.0

8
%

4
,5

8
0

4
,5

8
0

4
,5

8
0

0
.0

%

（
公

社
）
福

島
県

私
学

振
興

会
9
9
0

1
,2

3
1
,5

7
2

8
9

1
,2

3
1
,4

8
3

1
,2

3
1
,4

8
3

0
.0

8
%

9
9
0

9
9
0

9
9
0

0
.0

%

（
公

社
）
福

島
県

畜
産

振
興

協
会

3
5
0

2
,0

8
1
,3

6
5

9
4
8
,5

5
0

1
,1

3
2
,8

1
5

7
3
2
,0

5
6

0
.0

5
%

5
4
2

3
5
0

3
5
0

5
4
.7

%

（
公

財
）
福

島
県

総
合

社
会

福
祉

基
金

8
,2

6
6

3
,6

7
5
,3

0
5

4
,0

5
5

3
,6

7
1
,2

5
0

2
,6

9
3
,5

6
5

0
.3

1
%

1
1
,2

6
6

8
,2

6
6

8
,2

6
6

3
6
.3

%

一
般

財
団

法
人

ふ
く

し
ま

市
町

村
支

援
機

構
3
0
8

4
,5

6
4
,2

3
6

7
4
5
,4

4
2

3
,8

1
8
,7

9
4

1
8
2
,0

0
0

0
.1

7
%

6
,4

6
3

3
0
8

3
0
8

1
9
9
8
.2

%

福
島

県
北

森
林

組
合

1
2
,1

2
3

1
,3

3
6
,6

7
6

5
3
9
,3

2
0

7
9
7
,3

5
6

1
8
6
,6

0
0

6
.5

0
%

5
1
,8

0
3

1
2
,1

2
3

1
2
,1

2
3

3
2
7
.3

%

（
公

社
）
福

島
県

森
林

・
林

業
・
緑

化
協

会
1
,3

4
6

2
,2

9
8
,3

9
2

4
1
8
,7

1
3

1
,8

7
9
,6

7
9

3
0
0
,0

0
0

1
.1

8
%

2
2
,2

3
0

1
,3

4
6

3
,5

4
8

1
5
5
1
.6

%

（
公

社
）
福

島
県

文
化

振
興

財
団

3
,6

3
1

2
,2

6
2
,5

3
5

5
9
7
,6

3
2

1
,6

6
4
,9

0
3

6
8
,0

0
0

5
.3

4
%

8
8
,9

0
1

3
,6

3
1

3
,6

3
1

2
3
4
8
.4

%

（
公

社
）
福

島
県

青
少

年
育

成
・

男
女

共
生

推
進

機
構

7
1

3
8
8
,6

5
4

5
1
,6

8
5

3
3
6
,9

6
9

1
5
,0

0
0

0
.4

7
%

1
,5

9
5

7
1

7
1

2
1
4
6
.5

%

福
島

信
用

金
庫

1
0
0

4
2
7
,9

1
9
,0

0
0

4
0
7
,7

1
9
,0

0
0

2
0
,2

0
0
,0

0
0

1
,7

8
9
,0

0
0

0
.0

1
%

1
,1

2
9

1
0
0

1
0
0

1
0
2
9
.1

%

（
福

）
伊

達
市

社
会

福
祉

協
議

会
1
,7

0
0

7
0
7
,8

3
9

3
1
7
,9

9
9

3
8
9
,8

4
0

1
0
,0

0
0

1
7
.0

0
%

6
6
,2

7
3

1
,7

0
0

1
,7

0
0

3
7
9
8
.4

%

霊
山

町
農

業
等

労
災

互
助

会
3
,5

0
0

3
,5

0
0

3
,5

0
0

-
1
0
0
.0

%

（
公

社
）
ふ

く
し

ま
緑

の
森

づ
く

り
公

社
3
0
0

6
6
,4

3
3
,3

6
0

4
9
,9

4
6
,7

9
9

1
6
,4

8
6
,5

6
1

2
5
,5

0
0

1
.1

8
%

1
9
3
,9

6
0

3
0
0

3
0
0

6
4
5
5
3
.2

%

山
舟

生
部

分
林

組
合

1
1

1
-
1
0
0
.0

%

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

5
,7

0
0

2
4
,3

4
6
,7

0
0
,0

0
0

2
4
,0

2
2
,8

0
4
,0

0
0

3
2
3
,8

9
6
,0

0
0

1
6
,6

0
2
,0

0
0

0
.0

3
%

1
1
1
,2

0
4

5
,7

0
0

5
,7

0
0

1
8
5
0
.9

%

合
計

1
0
5
,1

7
4

2
4
,9

8
6

8
0
,1

8
8

1
6
2
,8

6
8
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④
基

金
の

明
細

（
単

位
：千

円
）

財
政

調
整

基
金

2
,5

7
9
,4

6
8

2
,5

7
9
,4

6
8

2
,5

7
9
,4

6
8

減
債

基
金

1
,1

2
3
,1

9
0

1
,1

2
3
,1

9
0

1
,1

2
3
,1

9
0

福
祉

基
金

5
9
,6

4
0

5
9
,6

4
0

5
9
,6

4
0

ふ
る

さ
と

水
と

土
保

全
基

金
1
6
,3

9
9

1
6
,3

9
9

1
6
,3

9
9

国
際

交
流

基
金

4
,0

9
3

4
,0

9
3

4
,0

9
3

こ
ど

も
の

村
施

設
整

備
基

金
5
3
,6

4
9

5
3
,6

4
9

5
3
,6

4
9

奨
学

資
金

貸
付

基
金

3
0
,6

9
8

7
3
,7

7
4

1
0
4
,4

7
2

3
0
,6

9
8

寺
田

育
英

奨
学

基
金

給
付

基
金

1
0
,8

7
7

1
0
,8

7
7

1
0
,8

7
7

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
設

備
機

器
整

備
基

金
1
,3

2
9

1
,3

2
9

1
,3

2
9

地
域

創
造

基
金

3
,1

5
7
,3

9
1

3
0
0
,0

0
0

3
,4

5
7
,3

9
1

3
,1

5
7
,3

9
1

教
育

振
興

基
金

7
4
,5

9
3

7
4
,5

9
3

7
4
,5

9
3

教
育

施
設

整
備

基
金

1
,3

9
0
,0

4
2

1
,3

9
0
,0

4
2

1
,3

9
0
,0

4
2

公
共

施
設

維
持

整
備

基
金

2
,0

2
1
,6

9
6

2
,0

2
1
,6

9
6

2
,0

2
1
,6

9
6

地
域

雇
用

創
出

産
業

活
性

化
基

金
6
0
9
,0

2
9

6
0
9
,0

2
9

6
0
9
,0

2
9

さ
わ

や
か

現
道

整
備

基
金

2
7
3
,9

3
9

2
7
3
,9

3
9

2
7
3
,9

3
9

復
興

き
ず

な
基

金
0

0
0

広
域

的
減

容
化

施
設

影
響

緩
和

基
金

2
0
0
,1

3
2

2
0
0
,1

3
2

2
0
0
,1

3
2

森
林

環
境

譲
与

税
基

金
4
,6

1
1

4
,6

1
1

4
,6

1
1

合
計

1
1
,6

1
0
,7

7
6

3
0
0
,0

0
0

0
7
3
,7

7
4

1
1
,9

8
4
,5

5
0

1
1
,6

1
0
,7

7
6

合
計

(貸
借

対
照

表
計

上
額

)

(参
考

)財
産

に
関

す
る

調
書

記
載

額
種

類
現

金
預

金
有

価
証

券
土

地
そ

の
他
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⑥
長

期
延

滞
債

権
の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

⑦
未

収
金

の
明

細
（
単

位
：
千

円
）

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
貸

借
対

照
表

計
上

額
徴

収
不

能
引

当
金

計
上

額
相

手
先

名
ま

た
は

種
別

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金
計

上
額

【未
収

金
】

【未
収

金
】

税
等

未
収

金
税

等
未

収
金

　
　

市
民

税
・個

人
83

,8
52

2,
55

1
　

　
市

民
税

・個
人

26
,9

02
49

　
　

市
民

税
・法

人
4,

46
1

29
9

　
　

市
民

税
・法

人
1,

37
4

0

　
　

固
定

資
産

税
20

3,
09

5
10

,8
53

　
　

固
定

資
産

税
30

,8
98

9

　
　

軽
自

動
車

税
11

,1
28

40
2

　
　

軽
自

動
車

税
3,

92
9

2

そ
の

他
の

未
収

金
そ

の
他

の
未

収
金

　
　

総
務

費
負

担
金

16
0

　
　

民
生

費
負

担
金

72
3

0

　
　

民
生

費
負

担
金

1,
88

5
0

　
　

総
務

使
用

料
11

0

　
　

総
務

使
用

料
18

7
0

　
　

土
木

使
用

料
8,

63
3

0

　
　

土
木

使
用

料
32

,0
51

0
　

　
教

育
使

用
料

7
0

　
　

教
育

使
用

料
17

0
0

　
　

財
産

貸
付

収
入

11
9

0

　
　

財
産

貸
付

収
入

1,
86

1
0

　
　

雑
入

1,
75

6
0

　
　

雑
入

6,
41

2
0

0

小
計

34
5,

11
8

14
,1

05
小

計
74

,3
52

60

合
計

34
5,

11
8

14
,1

05
合

計
74

,3
52

60

⑤
貸

付
金

の
明

細

（
単

位
：
千

円
）

貸
借

対
照

表
計

上
額

徴
収

不
能

引
当

金

計
上

額
貸

借
対

照
表

計
上

額
徴

収
不

能
引

当
金

計
上

額

　
(社

福
）
慈

仁
会

貸
付

金
（
月

舘
）

5
,7

2
8

2
,8

5
6

-
8
,5

8
4

災
害

援
護

資
金

7
,9

8
9

1
,7

6
1

-
9
,7

5
0

合
計

1
3
,7

1
7

-
4
,6

1
7

-
1
8
,3

3
4

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
長

期
貸

付
金

短
期

貸
付

金
（
参

考
）

貸
付

金
計



- 16 - 

 

    ①
地

方
債

（
借

入
先

別
）の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

う
ち

1
年

内
償

還
予

定
う

ち
共

同
発

行
債

う
ち

住
民

公
募

債

【
通

常
分

】

　
　

一
般

公
共

事
業

2
0
8
,0

8
5

9
,8

6
4

1
,5

9
3

0
2
0
6
,4

9
2

0
0

0
0

0

　
　

防
災

・
減

災
・
国

土
強

靭
化

9
4
,0

0
0

0
0

0
9
4
,0

0
0

0
0

0
0

0

　
　

公
営

住
宅

建
設

1
2
1
,6

6
4

2
6
,7

3
6

5
4
,4

3
2

0
6
7
,2

3
2

0
0

0
0

0

　
　

災
害

復
旧

9
2
3
,0

5
0

7
5
3
,9

2
8

9
2
3
,0

5
0

0
0

0
0

0
0

0

　
　

教
育

・
福

祉
施

設
2
,0

5
5
,5

5
9

1
1
4
,0

4
0

1
,0

7
3
,8

5
9

0
9
8
1
,7

0
0

0
0

0
0

0

　
　

一
般

単
独

事
業

2
0
,4

0
9
,2

5
3

1
,3

0
2
,9

4
5

2
6
,5

6
2

3
,1

7
9
,0

6
5

1
1
,4

5
7
,8

9
6

3
,8

9
0
,6

6
7

2
0
0
,0

0
0

0
2
0
0
,0

0
0

1
,6

5
5
,0

6
3

　
　

そ
の

他
2
0
9
,9

8
4

5
4
,7

2
1

1
9
9
,7

9
7

0
0

0
0

0
0

1
0
,1

8
7

【
特

別
分

】

　
　

臨
時

財
政

対
策

債
1
2
,3

7
7
,6

1
3

1
,0

9
1
,4

0
5

7
,8

5
6
,1

1
2

1
,3

7
9
,7

1
4

1
,2

2
1
,0

2
7

1
,9

2
0
,7

6
0

0
0

0
0

　
　

減
税

補
て

ん
債

1
6
4
,2

7
6

4
0
,8

6
8

1
1
3
,1

1
6

0
0

5
1
,1

6
0

0
0

0
0

　
　

退
職

手
当

債
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　
　

そ
の

他
3
,4

9
6
,9

5
8

3
6
8
,0

8
4

2
,0

3
3
,6

5
2

1
,4

4
0
,0

0
2

1
4
,5

6
4

8
,7

4
0

0
0

0
0

合
計

4
0
,0

6
0
,4

4
2

3
,7

6
2
,5

9
1

1
2
,2

8
2
,1

7
3

5
,9

9
8
,7

8
1

1
4
,0

4
2
,9

1
1

5
,8

7
1
,3

2
7

2
0
0
,0

0
0

0
2
0
0
,0

0
0

1
,6

6
5
,2

5
0

そ
の

他
の

金
融

機
関

市
場

公
募

債
そ

の
他

（
２

）
負

債
項

目
の

明
細

種
類

地
方

債
残

高
政

府
資

金
地

方
公

共
団

体
金

融
機

構
市

中
銀

行

②
地
方
債
（
利
率
別
）
の
明
細

（
単

位
：

千
円

）

4
0
,
0
6
0
,
4
4
2

3
5
,
2
6
8
,
7
3
4

3
,
2
3
7
,
5
7
6

1
,
0
2
6
,
0
4
7

2
0
5
,
2
7
2

1
5
8
,
7
2
9

4
5
,
1
2
2

1
1
8
,
9
6
2

③
地
方
債
（
返
済
期
間
別
）
の
明
細

（
単

位
：

千
円

）

4
0
,
0
6
0
,
4
4
2

3
,
7
6
2
,
5
9
1

3
,
0
7
7
,
1
1
6

3
,
2
3
7
,
9
5
1

3
,
2
4
7
,
2
7
1

3
,
0
5
7
,
4
4
8

1
2
,
7
8
9
,
8
9
8

8
,
1
7
1
,
5
1
0

2
,
7
1
6
,
6
5
7

0

④
特
定
の
契
約
条
項
が
付
さ
れ
た
地
方
債
の
概
要

（
単

位
：

　
　

）

-

４
年

超
５

年
以

内
５

年
超

1
0
年

以
内

1
0
年

超
1
5
年

以
内

1
5
年

超
2
0
年

以
内

2
0
年

超

特
定

の
契

約
条

項
が

付
さ

れ
た

地
方

債
残

高
契

約
条

項
の

概
要

3
.
0
％

超
3
.
5
％

以
下

3
.
5
％

超
4
.
0
％

以
下

4
.
0
％

超
（

参
考

）
加

重
平

均
利

率

地
方

債
残

高
１

年
以

内
１

年
超

２
年

以
内

２
年

超
３

年
以

内
３

年
超

４
年

以
内

地
方

債
残

高
1
.
5
％

以
下

1
.
5
％

超
2
.
0
％

以
下

2
.
0
％

超
2
.
5
％

以
下

2
.
5
％

超
3
.
0
％

以
下

⑤
引

当
金

の
明

細
（
単

位
：
千

円
）

目
的

使
用

そ
の

他

徴
収

不
能

引
当

金
（固

定
）

1
8,

7
96

1
4,

1
05

8
,7

41
1
0,

0
55

1
4,

1
05

徴
収

不
能

引
当

金
（流

動
）

24
60

24
0

60

賞
与

等
引

当
金

2
89

,2
15

3
01

,0
87

2
89

,2
15

0
3
01

,0
87

退
職

手
当

引
当

金
3
,3

66
,3

16
-

-
1
11

,0
25

3
,2

55
,2

91

合
計

3
,6

74
,3

51
3
15

,2
52

2
97

,9
80

1
21

,0
80

3
,5

70
,5

43

区
分

前
年

度
末

残
高

本
年

度
増

加
額

本
年

度
減

少
額

本
年

度
末

残
高
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（
１

）
補

助
金

等
の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

名
称

相
手

先
金

額
支

出
目

的

高
子

駅
北

地
区

住
宅

団
地

整
備

事
業

高
子

駅
北

地
区

土
地

区
画

整
理

組
合

設
立

準
備

会
2
0
0
,0

0
0

高
子

駅
北

地
区

の
住

宅
団

地
整

備
事

業
に

係
る

補
助

金

認
定

こ
ど

も
園

等
整

備
事

業
（
福

）
桑

の
実

福
祉

会
7
1
,7

6
0

認
定

こ
ど

も
園

（
伊

達
）
の

整
備

に
係

る
補

助
金

保
育

施
設

等
整

備
補

助
事

業
グ

ロ
ー

バ
ル

ラ
ブ

（
株

）
6
4
,8

6
5

小
規

模
保

育
施

設
（
リ

ボ
ン

保
育

園
）
の

整
備

に

係
る

補
助

金

県
営

農
業

施
設

整
備

事
業

福
島

県
6
2
,3

3
9

県
営

事
業

と
し

て
行

っ
て

い
る

農
業

施
設

整
備

事

業
に

係
る

負
担

金

農
業

振
興

支
援

事
業

福
島

大
学

ふ
く
し

ま
未

来
農

業
協

同
な

ど
4
6
,1

1
4

福
島

大
学

食
農

学
類

設
置

負
担

金

き
ゅ

う
り

の
自

動
選

別
機

の
導

入
に

係
る

補
助

金

な
ど

阿
武

隈
急

行
支

援
事

業
阿

武
隈

急
行

4
2
,9

8
2

阿
武

隈
急

行
の

鉄
道

施
設

緊
急

保
全

整
備

事

業
に

対
す

る
補

助
金

浄
化

槽
設

置
支

援
事

業
合

併
浄

化
槽

設
置

者
3
0
,2

3
9

浄
化

槽
設

置
に

係
る

補
助

金

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

福
島

県
1
2
,0

5
5

土
地

改
良

区
の

施
設

更
新

に
係

る
負

担
金

農
地

災
害

復
旧

支
援

事
業

1
1
,4

7
7

令
和

元
年

台
風

第
1
9
号

に
よ

り
被

害
を

受
け

た

農
地

の
復

旧
に

係
る

補
助

金

未
普

及
地

区
飲

料
水

確
保

支
援

事
業

支
給

対
象

者
1
1
,3

4
2

水
道

未
普

及
地

区
で

の
井

戸
掘

削
に

係
る

補
助

金

土
地

改
良

団
体

等
維

持
管

理
支

援
事

業
土

地
改

良
区

9
,2

8
0

土
地

改
良

区
に

お
け

る
農

業
用

施
設

維
持

管
理

に
係

る
補

助
金

文
化

財
補

助
事

業
宗

教
法

人
8
,4

5
0

福
島

県
指

定
史

跡
で

あ
る

梁
川

八
幡

神
社

等
の

修
復

事
業

に
係

る
補

助
金

梁
川

地
区

大
町

右
城

町
工

区
都

市
計

画
道

路
中

央
線

整
備

支
援

事
業

福
島

県
6
,5

9
0

梁
川

町
大

町
、

右
城

町
の

国
道

3
4
9
号

都
市

計

画
街

路
事

業
に

係
る

負
担

金

消
防

施
設

整
備

事
業

5
,3

5
8

消
火

栓
設

置
負

担
金

農
作

物
災

害
対

策
事

業
支

給
対

象
者

4
,9

9
4

農
業

用
ハ

ウ
ス

の
補

強
等

の
対

策
に

係
る

補
助

金

地
域

介
護

・
福

祉
空

間
整

備
等

交
付

金
社

会
福

祉
法

人
2
,0

8
7

高
齢

者
施

設
等

の
避

難
経

路
等

の
整

備
に

係
る

補
助

金

土
地

改
良

施
設

維
持

管
理

適
正

化
事

業
（
拠

出

金
）

福
島

県
土

地
改

良
事

業
団

体
連

合
会

2
,0

4
0

排
水

機
場

の
施

設
更

新
に

係
る

負
担

金

災
害

（
防

災
）
対

策
事

業
福

島
県

1
,5

1
2

福
島

県
総

合
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
に

対
す

る
負

担
金

危
険

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去
事

業
支

給
対

象
者

8
2
8

危
険

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

撤
去

推
進

に
係

る
補

助
金

計
5
9
4
,3

1
2

２
．

行
政

コ
ス

ト
計

算
書

の
内

容
に

関
す

る
明

細

区
分

他
団

体
へ

の
公

共
施

設
等

整
備

補
助

金
等

(所
有

外
資

産
分

)
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伊
達

地
方

消
防

組
合

分
担

金
伊

達
地

方
消

防
組

合
98

6,
59

7
一

部
事

務
組

合
で

あ
る

伊
達

地
方

消
防

組
合

に

対
す

る
負

担
金

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
負

担
金

福
島

県
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合

74
0,

77
6

福
島

県
後

期
高

齢
者

広
域

連
合

に
対

す
る

負
担

金

認
定

こ
ど

も
園

運
営

費
負

担
金

私
立

認
定

こ
ど

も
園

76
7,

66
2

私
立

認
定

こ
ど

も
園

に
対

す
る

運
営

費
負

担
金

・
補

助
金

保
育

所
運

営
費

負
担

金
私

立
保

育
園

36
1,

35
7

私
立

保
育

園
に

対
す

る
運

営
費

負
担

金

退
職

手
当

負
担

金
福

島
県

市
町

村
総

合
事

務
組

合
33

0,
81

2
退

職
手

当
に

係
る

負
担

金

そ
の

他
各

種
補

助
金

申
請

者
1,

64
1,

40
2

計
4,

82
8,

60
6

5,
42

2,
91

8

そ
の

他
の

補
助

金
等

合
計
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  （
１

）
財

源
の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

会
計

財
源

の
内

容
金

額

地
方

税
5
,5

8
7
,0

9
5

地
方

交
付

税
1
1
,0

0
6
,6

3
2

地
方

譲
与

税
3
4
7
,1

2
1

利
子

割
交

付
金

4
,2

5
8

配
当

割
交

付
金

2
0
,8

8
1

株
式

等
譲

渡
所

得
割

交
付

金
1
0
,1

9
9

地
方

消
費

税
交

付
金

1
,0

7
0
,8

3
0

ゴ
ル

フ
場

利
用

税
交

付
金

2
3
,0

0
8

自
動

車
取

得
税

交
付

金
3
8
,0

3
3

地
方

特
例

交
付

金
1
2
6
,0

7
0

交
通

安
全

対
策

特
別

交
付

金
5
,7

4
5

環
境

性
能

割
交

付
金

1
1
,9

4
3

寄
附

金
4
0
,1

1
5

他
会

計
繰

入
金

2
8
,7

1
9

そ
の

他
1
2
8
,6

5
4

1
8
,4

4
9
,3

0
3

国
庫

支
出

金
2
3
0
,0

6
3

県
支

出
金

1
6
9
,5

5
9

計
3
9
9
,6

2
2

国
庫

支
出

金
2
,8

6
7
,6

8
1

県
支

出
金

2
,9

1
3
,3

4
4

計
5
,7

8
1
,0

2
5

6
,1

8
0
,6

4
7

2
4
,6

2
9
,9

5
0

小
計

合
計

３
．

純
資

産
変

動
計

算
書

の
内

容
に

関
す

る
明

細

一
般

会
計

小
計

資
本

的
補

助
金

経
常

的
補

助
金

（
２

）
財

源
情

報
の

明
細

国
県

等
補

助
金

地
方

債
税

収
等

そ
の

他

純
行

政
コ

ス
ト

2
7
,0

7
1
,5

1
5

6
,0

1
2
,1

8
1

2
,0

8
4
,4

6
3

1
3
,1

1
9
,6

2
0

5
,8

5
5
,2

5
0

有
形

固
定

資
産

等
の

増
加

3
,3

4
4
,8

9
3

1
6
8
,4

6
6

1
,4

7
8
,8

3
7

1
,5

2
8
,4

0
6

1
6
9
,1

8
4

貸
付

金
・
基

金
等

の
増

加
4
6
1
,3

2
4

0
0

2
9
2
,5

2
4

1
6
8
,8

0
0

そ
の

他
-

-
-

-
-

合
計

3
0
,8

7
7
,7

3
1

6
,1

8
0
,6

4
7

3
,5

6
3
,3

0
0

1
4
,9

4
0
,5

5
0

6
,1

9
3
,2

3
4

区
分

金
額

内
訳

（
単

位
：
千

円
）
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（１
）
資

金
の

明
細

（
単

位
：
千

円
）

種
類

本
年

度
末

残
高

現
金

1
,2

2
3

要
求

払
預

金
2
,6

2
7
,8

1
5

短
期

投
資

-

合
計

2
,6

2
9
,0

3
8

４
．

資
金

収
支

計
算

書
の

内
容

に
関

す
る

明
細
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一般会計等注記 

１ 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59年度以前に取得したもの・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和 60年度以後に取得したもの 

 取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価 

 取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価 

取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価 

 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・・償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの・・・・・・・・・・・・・会計年度末における市場価格 

（売却原価は移動平均法により算定） 

イ 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・取得原価 

③ 出資金 

 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・・出資金額 

 

(3) 有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物 15～50年 

工作物 30～60年 

物品  5～15年   

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

（ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっていま

す。） 
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③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリース取引

及びリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除き

ます。） 

・・・・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリース取

引及びリース契約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除

きます。） 

・・・・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法  

 

(4) 引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上してい

ます。 

貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として

支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち本市へ按分される額

を加算した額を控除した額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額

について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

 

(5) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース料総

額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース契

約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

ウ ア、イ以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 
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② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

(6) 資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物をいいます。 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含

んでいます。 

 

(7) その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が 100 万円以上の場合に資産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が 100万円未満であるときに修繕費として処

理しています。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

  該当事項はありません。 

 

(2) 係争中の訴訟等 

    該当事項はありません。 

 

５ 追加情報 

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

一般会計 
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② 地方自治法第 235 条の 5に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期

間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

③ 千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

④ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のとおりです。 

実質赤字比率   － 

連結実質赤字比率  － 

実質公債費比率   6.9％  

将来負担比率  54.4％  

⑥ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 

 利子補給に係るもの     5,439千円 

  その他         2,608,973千円 

合計          2,614,412千円  

⑦ 繰越事業に係る将来の支出予定額 

継続費逓次繰越       203,400千円 

繰越明許費       8,512,868千円 

事故繰越         132,718千円 

合計        8,848,986千円 

⑧ 過年度修正等に関する事項 

 該当事項はありません。 

 

(2) 貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

ア 範囲 

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

事業用資産 31,506千円（23,392千円） 

土地 31,506千円（23,392千円） 

令和 2年 3月 31日時点における売却可能価額を記載しています。 

売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価方法によっています。 

上記のカッコ書きは貸借対照表における簿価を記載しています。 

② 減債基金に係る積立不足額 

該当事項はありません。 

③ 基金借入金（繰替運用） 

該当事項はありません。 



- 25 - 

 

④ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含

まれることが見込まれる金額 33,662,398 千円  

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおりで

す。 

標準財政規模        16,713,051千円 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 2,637,033千円 

将来負担額       50,577,892千円 

充当可能基金額        9,116,024千円 

特定財源見込額          140,401千円 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額   33,662,398千円 

⑥ 地方自治法第 234 条の 3に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額 

735,989 千円    

 

 (3) 行政コスト計算書に係る事項 

該当事項はありません。 

 (4) 純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 

 (5) 資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支 △1,237,756千円 

② 既存の決算情報との関連性 

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 33,730,478 

千円 

31,101,441 

千円 

繰越金に伴う差額 1,423,645 

千円 
  

資金収支計算書 32,306,833 

千円 

31,101,441 

千円 
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③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

資金収支計算書 

業務活動収支     1,124,359 千円 

投資活動収入の国県等補助金収入  168,466千円 

未収債権、未払債務等の増加    274,927千円 

減価償却費    △3,626,748 千円 

賞与等引当金繰入額    △301,087千円 

退職手当引当金繰入額     111,025千円 

徴収不能引当金繰入額      △4,109千円     

資産除売却損          △329,043千円 

資産売却益      140,645千円 

純資産変動計算書の本年度差額  △2,441,565千円 

 

④ 一時借入金 

資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

なお、一時借入金の限度額は次のとおりです。 

一時借入金の限度額  2,000,000千円  

 

⑤ 重要な非資金取引 

該当事項はありません。 
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（２）全体財務書類 

【様式第１号】

（単位：千円）

金　　額 金　　額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 136,535,667 固定負債 48,659,271

有形固定資産 117,972,234 地方債等 40,453,300

事業用資産 45,563,222 長期未払金 -

土地 17,184,716 退職手当引当金 3,583,629

立木竹 71,334 損失補償等引当金 -

建物 54,722,768 その他 4,622,342

建物減価償却累計額 △ 29,106,248 流動負債 5,591,144

工作物 8,294,054 １年内償還予定地方債等 4,216,012

工作物減価償却累計額 △ 6,423,849 未払金 99,579

船舶 - 未払費用 15,414

船舶減価償却累計額 - 前受金 -

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 322,581

航空機 - 預り金 599,773

航空機減価償却累計額 - その他 337,784

その他 - 54,250,415

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 820,446 固定資産等形成分 139,854,765

インフラ資産 69,317,367 余剰分（不足分） △ 49,500,924

土地 6,031,107 他団体出資等分 -

建物 736,481

建物減価償却累計額 △ 371,617

工作物 96,014,331

工作物減価償却累計額 △ 34,376,472

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 1,283,538

物品 7,866,889

物品減価償却累計額 △ 4,775,244

無形固定資産 427,720

ソフトウェア 427,720

その他 -

投資その他の資産 18,135,713

投資及び出資金 7,864,366

有価証券 38,243

出資金 7,826,123

その他 -

長期延滞債権 747,407

長期貸付金 13,717

基金 9,532,841

減債基金 923,190

その他 8,609,651

その他 -

徴収不能引当金 △ 22,617

流動資産 8,068,588

現金預金 4,538,087

未収金 209,959

短期貸付金 4,617

基金 3,314,480

財政調整基金 3,114,480

減債基金 200,000

棚卸資産 9,134

その他 -

徴収不能引当金 △ 7,688

繰延資産 - 90,353,841

144,604,256 144,604,256

全体貸借対照表
（令和　２年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目

資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計  
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【様式第２号】

（単位：千円）

金　　　額

経常費用 39,078,351

業務費用 16,008,024

人件費 4,164,203

職員給与費 3,577,680

賞与等引当金繰入額 319,490

退職手当引当金繰入額 -

その他 267,033

物件費等 11,296,358

物件費 6,361,809

維持補修費 569,975

減価償却費 4,231,175

その他 133,398

その他の業務費用 547,463

支払利息 337,388

徴収不能引当金繰入額 9,542

その他 200,534

移転費用 23,070,327

補助金等 19,175,636

社会保障給付 3,563,952

その他 5,862

経常収益 2,579,171

使用料及び手数料 1,670,623

その他 908,548

純経常行政コスト 36,499,180

臨時損失 3,323,012

災害復旧事業費 2,926,981

資産除売却損 330,027

損失補償等引当金繰入額 -

その他 66,005

臨時利益 140,645

資産売却益 140,645

その他 -

純行政コスト 39,681,547

全体行政コスト計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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【様式第３号】

（単位：千円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 93,110,870 144,334,671 △ 51,223,801 -

純行政コスト（△） △ 39,681,547 △ 39,681,547 -

財源 37,172,446 37,172,446 -

税収等 23,604,629 23,604,629 -

国県等補助金 13,567,818 13,567,818 -

本年度差額 △ 2,509,101 △ 2,509,101 -

固定資産の変動（内部変動） △ 4,232,297 4,232,297

有形固定資産等の増加 3,488,225 △ 3,488,225

有形固定資産等の減少 △ 4,973,499 4,973,499

貸付金・基金等の増加 523,100 △ 523,100

貸付金・基金等の減少 △ 3,270,123 3,270,123

資産評価差額 △ 2,749 △ 2,749

無償所管換等 △ 244,860 △ 244,860

他団体出資等分の増加 - -

他団体出資等分の減少 - -

比例連結割合変更に伴う差額 - -

その他 △ 320 △ 320

本年度純資産変動額 △ 2,757,030 △ 4,479,907 1,722,877 -

本年度末純資産残高 90,353,841 139,854,765 △ 49,500,924 -

全体純資産変動計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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【様式第４号】

（単位：千円）

金　　　額

【業務活動収支】

業務支出 34,810,427

業務費用支出 11,560,717

人件費支出 4,134,337

物件費等支出 7,086,392

支払利息支出 339,344

その他の支出 645

移転費用支出 23,249,709

補助金等支出 19,175,636

社会保障給付支出 3,563,952

その他の支出 185,245

業務収入 39,342,019

税収等収入 23,594,744

国県等補助金収入 13,288,156

使用料及び手数料収入 1,670,343

その他の収入 788,776

臨時支出 2,926,981

災害復旧事業費支出 2,926,981

その他の支出 -

臨時収入 -

業務活動収支 1,604,611

【投資活動収支】

投資活動支出 3,589,698

公共施設等整備費支出 3,066,598

基金積立金支出 354,300

投資及び出資金支出 -

貸付金支出 168,800

その他の支出 -

投資活動収入 3,622,712

国県等補助金収入 194,908

基金取崩収入 3,100,252

貸付金元金回収収入 169,184

資産売却収入 158,368

その他の収入 -

投資活動収支 33,014

【財務活動収支】

財務活動支出 3,970,808

地方債等償還支出 3,593,970

その他の支出 376,838

財務活動収入 3,615,400

地方債等発行収入 3,615,400

その他の収入 -

財務活動収支 △ 355,408

本年度資金収支額 1,282,217

前年度末資金残高 2,683,950

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 3,966,167

前年度末歳計外現金残高 397,142

本年度歳計外現金増減額 174,777

本年度末歳計外現金残高 571,919

本年度末現金預金残高 4,538,087

全体資金収支計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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全体注記 

１ 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59年度以前に取得したもの・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和 60年度以後に取得したもの 

 取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価 

 取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・原則として取得原価 

ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。 

 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・・償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの・・・・・・・・・・・・・会計年度末における市場価格 

（売却原価は移動平均法により算定） 

イ 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・取得原価 

③ 出資金 

市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・・出資金額 

 

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

① 貯蔵品・・・・・・・・・・ 先入先出法による原価法 

② 販売用土地・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行規則第４条第２

項各号に掲げる方法 

 

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物 10～50年 

工作物 10～60年 

物品  4～20年 
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② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっていま

す。） 

③ リース資産 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリース取

引及びリース契約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を

除きます。） 

・・・・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリース

取引及びリース契約 1 件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引

を除きます。） 

・・・・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

 

(5) 引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により、又は個別に回収可能性を検討

し、徴収不能見込額を計上しています。 

貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により、又は個別に回収可能性を検討し、徴

収不能見込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として

支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち本市へ按分される額

を加算した額を控除した額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額

について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

 

(6) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース料総

額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース契
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約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

ウ ア、イ以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

 (7) 全体資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物をいいます。 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含

んでいます。 

 

(8) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、水道事業会計については、税抜方式によっています。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

  該当事項はありません。 

 

(2) 係争中の訴訟等 

  該当事項はありません。 

 

５ 追加情報 

(1) 全体財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

会計名 区分 

国民健康保険特別会計 地方公営事業会計 

後期高齢者医療特別会計 地方公営事業会計 
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介護保険特別会計 地方公営事業会計 

工業団地特別会計 地方公営事業会計 

月舘宅地造成事業特別会計 地方公営事業会計 

水道事業会計 地方公営企業会計 

地方公営企業法の財務規定等が適用されていない地方公営事業会計のうち、当該規定等の適用に向

けた作業に着手している公共下水道事業特別会計及び粟野地区農業集落排水処理事業特別会計につい

ては、全体財務書類の対象外としています。したがって、一般会計等における他会計への繰出金等が

内部相殺されない場合があります。 

公共下水道事業特別会計         起債残高      7,076,658 千円 

                    他会計繰入金     324,877 千円 

粟野地区農業集落排水処理事業特別会計  起債残高      該当なし 

                    他会計繰入金    該当なし 

   

(2) 出納整理期間 

地方自治法第 235条の 5に基づき、出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間

における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない会計と出納整理期間を設けている会計との間で、出納整理期間

に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。 

 

(3) 表示単位未満の取扱い 

千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

 

(4) 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

ア 範囲 

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

事業用資産 31,506千円（23,392千円） 

土地  31,506千円（23,392千円） 

令和 2年 3月 31日時点における売却可能価額を記載しています。 

売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価方法によっています。

上記のカッコ書きは貸借対照表における簿価を記載しています。 
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（３）連結財務書類 

【様式第１号】

（単位：千円）

金　　額 金　　額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 152,421,188 固定負債 61,116,296

有形固定資産 131,437,965 地方債等 44,285,681

事業用資産 49,919,232 長期未払金 -

土地 17,586,635 退職手当引当金 3,826,360

立木竹 71,334 損失補償等引当金 -

建物 62,730,262 その他 13,004,255

建物減価償却累計額 △ 33,243,698 流動負債 6,303,323

工作物 8,414,559 １年内償還予定地方債等 4,738,622

工作物減価償却累計額 △ 6,460,306 未払金 200,589

船舶 758 未払費用 22,849

船舶減価償却累計額 △ 758 前受金 3,226

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 381,286

航空機 - 預り金 616,787

航空機減価償却累計額 - その他 339,963

その他 - 67,419,619

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 820,446 固定資産等形成分 155,975,576

インフラ資産 76,780,356 余剰分（不足分） △ 60,429,090

土地 6,187,087 他団体出資等分 11,690

建物 1,536,073

建物減価償却累計額 △ 662,851

工作物 105,840,031

工作物減価償却累計額 △ 37,473,522

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 1,353,538

物品 14,259,066

物品減価償却累計額 △ 9,520,688

無形固定資産 10,372,726

ソフトウェア 436,610

その他 9,936,116

投資その他の資産 10,610,497

投資及び出資金 120,058

有価証券 31,243

出資金 87,598

その他 1,217

長期延滞債権 747,936

長期貸付金 13,717

基金 9,720,728

減債基金 923,190

その他 8,797,538

その他 30,675

徴収不能引当金 △ 22,617

流動資産 10,555,516

現金預金 6,633,025

未収金 296,937

短期貸付金 4,617

基金 3,549,771

財政調整基金 3,326,922

減債基金 222,849

棚卸資産 77,482

その他 1,389

徴収不能引当金 △ 7,704

繰延資産 1,091 95,558,175

162,977,794 162,977,794

連結貸借対照表
（令和　２年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目

資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計  
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【様式第２号】

（単位：千円）

金　　　額

経常費用 51,170,834

業務費用 19,304,684

人件費 5,170,113

職員給与費 4,524,021

賞与等引当金繰入額 383,998

退職手当引当金繰入額 △ 41,115

その他 303,210

物件費等 13,231,978

物件費 7,066,100

維持補修費 716,002

減価償却費 5,163,272

その他 286,604

その他の業務費用 902,594

支払利息 411,956

徴収不能引当金繰入額 9,542

その他 481,096

移転費用 31,866,150

補助金等 27,961,605

社会保障給付 3,573,328

その他 6,340

経常収益 4,042,392

使用料及び手数料 2,574,459

その他 1,467,934

純経常行政コスト 47,128,442

臨時損失 3,977,371

災害復旧事業費 3,551,211

資産除売却損 360,155

損失補償等引当金繰入額 -

その他 66,005

臨時利益 169,892

資産売却益 169,892

その他 -

純行政コスト 50,935,921

連結行政コスト計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目

 

 

 

 

 

 

 



- 38 - 

 

【様式第３号】

（単位：千円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 98,265,534 160,457,309 △ 62,196,681 11,690

純行政コスト（△） △ 50,935,921 △ 50,935,921 -

財源 48,469,907 48,469,907 -

税収等 26,581,917 26,581,917 -

国県等補助金 21,887,990 21,887,990 -

本年度差額 △ 2,466,014 △ 2,466,014 -

固定資産の変動（内部変動） △ 4,234,125 4,234,125

有形固定資産等の増加 3,538,975 △ 3,538,975

有形固定資産等の減少 △ 5,123,992 5,123,992

貸付金・基金等の増加 621,673 △ 621,673

貸付金・基金等の減少 △ 3,270,780 3,270,780

資産評価差額 △ 2,749 △ 2,749

無償所管換等 △ 244,860 △ 244,860

他団体出資等分の増加 1,913 -

他団体出資等分の減少 - -

比例連結割合変更に伴う差額 4,872 -

その他 △ 520 △ 520

本年度純資産変動額 △ 2,707,359 △ 4,481,734 1,767,591 -

本年度末純資産残高 95,558,175 155,975,576 △ 60,429,090 11,690

連結純資産変動計算書
自　平成３１年　４月　１日
至　令和　２年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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連結注記 

１ 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59年度以前に取得したもの・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和 60年度以後に取得したもの 

 取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価 

 取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・原則として取得原価 

ただし、取得原価が不明なものは、再調達原価としています。 

 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・・償却原価法（定額法） 

② 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のあるもの・・・・・・・・・・・・・会計年度末における市場価格 

（売却原価は移動平均法により算定） 

イ 市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・取得原価 

③ 出資金 

市場価格のないもの・・・・・・・・・・・・・・出資金額 

 

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

① 貯蔵品・・・・・・・・・・ 先入先出法による原価法 

② 販売用土地・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行規則第４条第２

項各号に掲げる方法 

 

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物 10～50年 

工作物 10～60年 

物品  4～20年 
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    ただし、一部の連結対象団体については定率法によっています。 

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法 

（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっていま

す。） 

③ リース資産 

  ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリース

取引及びリース契約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取

引を除きます。） 

・・・・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が 1年以内のリー

ス取引及びリース契約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース

取引を除きます。） 

・・・・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法 

 

(5) 引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により、又は個別に回収可能性を検討

し、徴収不能見込額を計上しています。 

貸付金については、過去５年間の平均不納欠損率により、又は個別に回収可能性を検討し、徴

収不能見込額を計上しています。 

② 退職手当引当金 

退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として

支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益のうち本市へ按分される額

を加算した額を控除した額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額

について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

 

(6) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース料総

額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 
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イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース契

約 1件あたりのリース料総額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

ウ ア、イ以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

(7) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。 

 

(8) 連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理 

決算日と連結決算日の差異が３か月を超えない連結対象団体については当該連結対象団体の決

算を基礎として連結手続を行っていますが、決算日と連結決算日との間に生じた重要な取引につ

いては連結上必要な調整を行っています。 

 

２ 重要な会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

４ 偶発債務 

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

  該当事項はありません。 

 

(2) 係争中の訴訟等 

    該当事項はありません。 
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５ 追加情報 

(1) 連結財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

団体（会計）名 区分 連結の方法 比例連結割合 

国民健康保険特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ― 

後期高齢者医療特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ― 

介護保険特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ― 

工業団地特別会計 地方公営事業会計 全部連結 ― 

月舘宅地造成事業特別会

計 

地方公営事業会計 全部連結 ― 

水道事業会計 地方公営企業会計 全部連結 ― 

伊達地方消防組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 61.24％ 

伊達地方衛生処理組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 59.83％ 

福島地方水道用水供給企

業団 

一部事務組合・広域連合 比例連結 20.00％ 

福島県市町村総合事務組

合 

一部事務組合・広域連合 比例連結 （消防補償等特別会計）4.15％ 

（消防賞じゅつ金特別会計）

5.54％ 

（非常勤職員公務員災害補償

特別会計）4.52％ 

福島県後期高齢者医療広

域連合 

一部事務組合・広域連合 比例連結 3.69％ 

福島県市民交通災害共済

組合 

一部事務組合・広域連合 比例連結 3.06％ 

公立藤田病院組合 一部事務組合・広域連合 比例連結 3.20％ 

福島地方土地開発公社 地方三公社 全部連結 ― 

株式会社保原振興公社 第三セクター等 全部連結 ― 

一般社団法人つきだて振

興公社 

第三セクター等 全部連結 ― 

一般社団法人伊達市農林

業振興公社 

第三セクター等 全部連結 ― 

一般財団法人伊達市スポ

ーツ振興公社 

第三セクター等 全部連結 ― 

一般社団法人りょうぜん

振興公社 

第三セクター等 全部連結 ― 
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一般社団法人伊達市観光

物産交流協会 

第三セクター等 全部連結 ― 

一般社団法人まちづくり

伊達 

第三セクター等 全部連結 ― 

  連結の方法は次のとおりです。 

① 地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。 

ただし、地方公営企業法の財務規定等が適用されていない地方公営事業会計のうち、当該規定

等の適用に向けた作業に着手している公共下水道事業特別会計及び粟野地区農業集落排水処理

事業特別会計については、連結対象会計の対象外としています。したがって、一般会計等におけ

る他会計への繰出金等が内部相殺されない場合があります。 

公共下水道事業特別会計         起債残高      7,076,658 千円 

                      他会計繰入金     324,877千円 

粟野地区農業集落排水処理事業特別会計  起債残高      該当なし 

                   他会計繰入金    該当なし 

②  一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象として    

います。 

③  地方三公社は、すべて全部連結の対象としています。 

④  第三セクター等は、出資割合等が 50％を超える団体（出資割合等が 50％以下であっても業務

運営に実質的に主導的な立場を確保している団体を含みます。）は、全部連結の対象としていま

す。また、いずれの地方公共団体にとっても全部連結の対象とならない第三セクター等について

は、出資割合等や活動実績等に応じて、比例連結の対象としています。ただし、出資割合が 25％

未満であって、損失補償を付している等の重要性がない場合は、比例連結の対象としていない場

合があります。 

 

(2) 出納整理期間 

地方自治法第 235条の 5に基づき、出納整理期間が設けられている団体（会計）においては、出納

整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）との間

で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整して

います。 

 

(3) 表示単位未満の取扱い 

千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 
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(4) 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

ア 範囲 

普通財産のうち活用が図られていない公共資産 

イ 内訳 

事業用資産 31,506千円（23,392千円） 

土地  31,506千円（23,392千円） 

令和 2年 3月 31日時点における売却可能価額を記載しています。 

売却可能価額は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律における評価方法によっています。

上記のカッコ書きは貸借対照表における簿価を記載しています。 

 

 


